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一
色
海
岸
の
渚
に
屈
ん
で
手
を
置
け
ば
寄
せ
く
る
波
は
海
を
語
り

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
塩
田
　
文
子

　
触
れ
る
こ
と
で
実
感
し
た
「
海
」。
擬
人
化
が
効
い
て
い
る
。

肋
骨
折
る
わ
れ
を
訪
な
ふ
孫
た
ち
は
よ
そ
行
き
の
声
で
そ
の
名
を

告
ぐ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
山
町
　
近
藤
美
知
子

　
お
見
舞
い
に
改
ま
る
気
持
ち
が
「
よ
そ
行
き
」
に
よ
く
出
た
。

宇
宙
で
は
一
点
の
星
そ
の
星
の
江
の
島
に
立
ち
夕
日
に
染
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

　
視
点
の
変
化
が
鮮
や
か
。
大
き
く
、
絞
り
、
ま
た
広
が
る
。

外
灯
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
少
年
ら
競
い
合
い
た
り
ブ
レ
イ
ク
ダ

ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

音
声
も
リ
ズ
ム
も
変
え
て
ピ
チ
ュ
ピ
ピ
チ
ュ
四
十
雀
二
羽
会
話
す

る
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
湊
　
美
根
子

朝
咲
い
て
夕
べ
散
り
ゆ
く
花
に
明
日
開
く
蕾
の
あ
り
て
暮
れ
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　       

　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

つ
つ
が
な
く
陽
の
あ
る
う
ち
に
帰
り
な
む
大
船
観
音
片
頬
あ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
縄
　
杉
山
ま
す
ゑ

年
毎
に
秋
が
短
く
な
り
て
ゆ
く
四
季
が
三
季
に
季
語
を
惑
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
木
村
　
　
勲

中
禅
寺
昼
は
照
る
紅

あ
か
輝
き
て
夕
さ
れ
ば
ま
た
月
青
く
澄
む  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
城
廻
　
見
山
れ
い
子

参
加
人
数
、日
付
、天
気
に
富
士
山
も
ラ
ジ
オ
体
操
係
は
記
録
す
　                                    

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
望
月
　
和
子

ほ
ど
ほ
ど
に
美
味
し
く
食
べ
て
よ
く
笑
ひ
万
歩
果
た
し
て
夢
路
に

遊
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
階
堂
　
鎌
田
　
澄
子

〈
天
〉
夕
暮
れ
の
坂
は
海
風
秋
あ
か
ね
　
　  

腰
越
　
松
原
　
　
薫  

　
場
面
の
展
開
が
意
表
を
つ
い
て
い
た
。
夕
暮
れ
と
秋
あ
か
ね
は

同
系
色
だ
が
、
中
七
で
そ
れ
ら
を
掬
っ
て
く
れ
て
い
た
。

〈
地
〉
金
賞
も
銀
賞
も
揺
れ
菊
に
風
　
　  

藤
沢
市
　
三
浦
　
和
子

　
菊
花
展
の
模
様
で
あ
る
が
、
下
五
の
表
現
に
よ
っ
て
臨
場
感
が

出
て
い
た
。「
も
」
の
助
詞
も
全
体
を
や
は
ら
げ
た
。

〈
人
〉
爽
や
か
や
伊
豆
大
島
も
江
の
島
も  

藤
沢
市
　
森
田
　
順
子

　
こ
の
季
題
は
難
し
く
て
、
使
い
方
次
第
で
は
凡
句
に
な
っ
て
し

ま
う
。
こ
の
作
品
は
切
れ
字
を
使
っ
て
大
き
な
句
に
な
っ
た
。

行
儀
良
く
秋
明
菊
の
す
つ
と
立
ち
　
　
　
　
城
廻
　
増
田
　
陽
子

　
正
に
こ
の
通
り
。
写
生
句
の
ブ
レ
の
な
さ
が
う
ま
く
表
れ
て
い
た
。

極
楽
寺
一
雨
ご
と
に
秋
深
む
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
黒
田
ま
も
る

　
固
有
名
詞
が
い
か
に
も
利
い
て
い
る
作
品
。
あ
の
辺
り
も
雨
が

降
れ
ば
一
気
に
秋
も
深
ま
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
　
　
　
　

し
ぐ
る
る
や
釣
人
ひ
と
り
橋
の
上
　
　
　
逗
子
市
　
塩
谷
あ
い
子

　
目
立
っ
た
も
の
は
な
い
が
こ
れ
も
俳
句
の
平
明
さ
で
あ
っ
た
。

や
は
り
季
題
が
活
き
て
い
た
。

初
も
の
の
柿
の
固
さ
を
か
み
し
め
て
　
　
藤
沢
市
　
青
木
寿
美
子

野
を
ゆ
る
り
ゆ
く
秋
風
や
旅
心
　
　
　
　
　
　
台
　
黒
岩
　
伸
幸

天
高
し
ク
ラ
ス
全
員
リ
レ
ー
果
つ
　
　
　
　
片
瀬
　
中
村
　
　
喬

壇
の
浦
平
家
公
達
冬
の
代
に
　
　
　
　
　
藤
沢
市
　
竹
内
　
　
進

お
待
た
せ
と
金
木
犀
が
香
る
庭
　
　
　
　
藤
沢
市
　
宮
塚
　
　
肇

脚
下
よ
り
秋
冷
迫
る
山
の
嶺
　
　
　
　
　
逗
子
市
　
西
尾
美
智
子

鎌
倉
の
平
家
蛍
は
よ
よ
と
飛
び
　
　
　
　
逗
子
市
　
濱
野
八
十
一

槌
音
の
ひ
び
く
五
山
や
秋
澄
め
り
　
　
　
横
浜
市
　
矢
沢
　
寿
美

し
な
や
か
に
あ
る
が
ま
ま
に
と
吾
亦
紅
　
　
岡
本
　
鳴
海
　
紀
政

ふ
る
里
へ
ト
ン
ネ
ル
幾
つ
紅
葉
山
　
　
　
　
大
船
　
添
田
　
洋
子

虫
の
音
も
か
ぼ
そ
く
な
り
ぬ
終
風
呂
　
　
　
腰
越
　
吉
田
　
昭
子

農
を
継
ぐ
友
と
の
暫
し
秋
の
声
　
　
　
　
　
腰
越
　
小
河
　
哲
美

勝
者
な
き
源
平
池
の
敗
荷
　
　   

　
　
　
山
ノ
内
　
高
橋
　
　
仁

秋
な
れ
や
洪
鐘
祭
稚
児
歩
く
　
　
　
　
　
　
寺
分
　
松
本
　
賢
悟

木
村
　
雅
子
　
選

星
野
　
高
士
　
選

美術館・文学館めぐり

で
演
奏
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
や

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ピ
ア
ノ

ソ
ナ
タ
な
ど
。
２
８
０
０

円
。
同
館
☎
22
・
０
５
０
７

▼
か
ま
く
ら
シ
ニ
ア
健
康
大

学
「
自
分
ら
し
い
人
生
の
〝

生
き
方
〟
と
〝
逝
き
方
〟」

　
12
月
19
日
10
時
、
鎌
倉
深

ト
ー
ク
】
12
月
12
日
10
時

「
東
京
物
語
」
＆
濱
口
竜
介

ト
ー
ク
／
14
時
「
秋
刀
魚
の

味
」
＆
岩
下
志
麻
ト
ー
ク
。

各
千
５
百
円
、
セ
ッ
ト
券

２
千
５
百
円
。
鎌
倉
芸
術
館
☎

０
１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

▼
「
ユ
ダ
ヤ
の
象
徴
と
蔵
書

票
」
展

　
12
月
16
～
24
日
北
鎌
倉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
月
（
山
ノ
内

２
０
７
）
。
蔵
書
票
は
、
本

の
見
返
し
部
分
に
貼
っ
て
、

そ
の
本
の
持
ち
主
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
の
小
紙
片
。
ギ

ャ
ラ
リ
ー
青
騎
士
所
蔵
の
蔵

書
票
に
描
か
れ
た
暗
号
と
シ

ン
ボ
ル
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
文
明

を
考
察
す
る
。
無
料
。
☎

22
・
２
９
１
３

▼
絵
で
伝
え
よ
う
！
わ
た
し

の
町
の
た
か
ら
も
の
絵
画
展

～
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
ら

れ
る
町
で
あ
る
た
め
に

　
12
月
23
～
25
日
鎌
倉
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
。
市
内
在

住
、
在
学
の
小
中
学
生
の
作

品
展
。
約
２
７
０
点
の
応
募

作
の
中
か
ら
入
賞
作
な
ど
約

１
７
０
点
を
展
示
。
主
催
は

鎌
倉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
。

▼
鎌
倉
演
劇
連
盟
合
同
公
演

　
12
月
23
日
13
時
半
・
17
時

半
、
鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ

▼
特
別
展
「
映
画
監
督
・
是

枝
裕
和
の
ま
な
ざ
し
」　

　
１
月
14
日
ま
で
川
喜
多
映

画
記
念
館
。
こ
れ
ま
で
の
軌

跡
を
振
り
返
り
、
映
画
界
の

現
在
と
未
来
に
向
け
る
ま
な

ざ
し
を
追
う
。
４
百
円
、
鎌

倉
市
民
無
料
。

 

【
関
連
上
映
】「
そ
し
て
父

に
な
る
」
12
月
５
・
８
日
10

時
半
、６
・
９
日
14
時
／
「
万

引
き
家
族
」
７
・
10
日
10
時

半
、
５
・
８
日
14
時
／
「
エ

ル
・
ス
ー
ル
」
６
・
９
日 

10

時
半
、
７
・
10
日
14
時
。
各

千
円
、
小
中
学
生
５
百
円
。

☎
23
・
２
５
０
０

▼
特
別
展
「
中
世
寺
院
の
書

物
─
聖
教
と
そ
の
か
た
ち
」

　
12
月
１
日
～
１
月
21
日

県
立
金
沢
文
庫
。
中
世
の

寺
院
で
書
写
・
印
刷
さ
れ

た
本
の
か
た
ち
に
注
目

し
、
国
宝
「
称
名
寺
聖

教
」
を
紹
介
。
６
百
円
。
☎

０
４
５
・
７
０
１
・
９
０
６
９

▼
企
画
展
「
春
を
待
つ
─
清

方
が
描
い
た
新
春
」　

　
12
月
２
日
～
１
月
８
日
鏑

木
清
方
記
念
美
術
館
。
新
春

の
風
情
に
取
材
し
た
作
品
を

押
絵
羽
子
板
と
と
も
に
紹

介
。
３
百
円
、
小
中
学
生

１
５
０
円
☎
23
・
６
４
０
５

▼
山
口
蓬
春
と
吉
田
五
十
八

　
12
月
２
日
～
１
月
28
日
山

口
蓬
春
記
念
館
。
五
十
八

が
設
計
し
た
戦
前
、
戦
後

の
画
室
に
焦
点
を
あ
て
、

そ
の
空
間
で
生
ま
れ
た
蓬

春
の
名
作
を
展
観
し
な
が

ら
、
二
人
の
交
流
の
軌
跡

を
辿
る
。
６
百
円
。
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
６
０
９
４

▼
没
後
50
年
大
佛
次
郎
展
―

戦
後
の
仕
事

　
12
月
２
日
～
１
月
21
日
、

神
奈
川
近
代
文
学
館
。
戦
後

の
作
品
を
中
心
に
約
百
点
の

資
料
で
構
成
し
、
大
佛
の
透

徹
し
た
歴
史
認
識
と
批
評
精

神
を
紹
介
。
２
６
０
円
。
☎

０
４
５
・
６
２
２
・
６
６
６
６

▼Velvet Knot Doll 
Exhibition 2023

「
非
日

常
に
満
た
さ
れ
た
日
常
」

　
12
月
４
日
ま
で
（
１
日
休

館
）
旧
足
立
邸
。
非
公
開
の

建
築
遺
産
の
洋
館
を
公
開

し
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
で
構
成

さ
れ
た
空
間
で
の
10
数
名
の

作
家
に
よ
る
人
形
展
。千
円
。

https://velvet-knot.
square.site/

▼
「
ゆ
め
パ
の
じ
か
ん
」
上

映
会
＆
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

　
12
月
３
日
13
時
半
、
鎌
倉

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
。
川
崎
市

の
「
子
ど
も
夢
パ
ー
ク
」
を

取
り
上
げ
た
映
画
上
映
後
、

鎌
倉
市
教
委
・
高
橋
洋
平
教

育
長
ら
の
ト
ー
ク
。
市
内
在

住
在
勤
在
学
者
。
無
料
。
鎌

倉
市
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ

ーsoudansien-net@
kama-kikan.com

▼
な
ん
み
ん
映
画
会

２
０
２
３
～
パ
レ
ス
チ
ナ
で

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か

　
12
月
８
日
18
時
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。「
ぼ
く

た
ち
は
見
た
―
ガ
ザ
・
サ
ム

ニ
家
の
子
ど
も
た
ち
―
」
上

映
後
古
居
み
ず
え
監
督
ト

ー
ク
。
無
料
。
ア
ル
ペ
な

ん
み
ん
セ
ン
タ
ー
☎
55
・

５
４
２
２

▼
十
二
月
に
語
る
平
和「
飯

舘
村
・
べ
こ
や
の
母
ち
ゃ
ん
―

そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
」上
映
会

　
12
月
９
日
13
時
、鎌
倉
恩

寵
教
会
。福
島
県
飯
舘
村
の

女
性
た
ち
を
追
っ
た
古
居
み

ず
え
監
督
に
よ
る
10
年
の

記
録
。
上
映
後
監
督
ト
ー

ク
。
千
円
、
高
校
生
５
百

円
。
鎌
倉
・
岐
れ
路
の
会
☎

０
９
０
・
９
９
６
４
・
３
０
７
０

▼
「
う
ま
れ
る
」
シ
リ
ー
ズ

２
作
品
上
映
会

　
12
月
９
日
あ
ー
す
ぷ
ら

ざ
。
生
き
る
こ
と
、
家
族
の

絆
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
10
時
「
う
ま
れ
る
」、

14
時「
ず
っ
と
、い
っ
し
ょ
。」。

各
５
百
円
。
同
館
☎

０
４
５
・
８
９
６
・
２
１
２
１

▼
小
津
安
二
郎
生
誕
記
念

１
２
０
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

【
展
覧
会
】
12
月
12
～
19
日

鎌
倉
芸
術
館
。「
小
津
安
二

郎
と
ブ
ン
ガ
ク
」。
多
く
の

文
学
者
と
交
友
し
た
小
津
監

督
の
魅
力
を
日
記
や
手
紙
な

ど
か
ら
紹
介
。
５
百
円
。

【
特
別
上
映
会
・
ア
フ
タ
ー

ー
。「
能
あ
る
鷹
は
爪
磨
く

？
！
」
の
上
演
。１
５
０
０
円
、

前
売
千
円
。
鎌
倉
演
劇
連
盟

☎
０
９
０
・
３
５
０
８
・
８
２

９
２

▼
第
8
回
か
ま
く
ら
の
風
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト

「Lumiēre

」

　
12
月
24
日
14
時
、
鎌
倉
婦

人
子
供
会
館
ホ
ー
ル
。
小
川

恭
子
さ
ん
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

と
神
谷
悠
生
さ
ん
の
ピ
ア
ノ

　ルカくん。スコティッシュ
フォールドの男の子、２歳。甘
えん坊で抱っこが大好き。かつ
おぶしはもっと好き。寝てるお
顔は笑っているみたいです。　
　　　藤沢市善行　赤尾さん方

●
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ
ン

ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。

●
歌
壇
・
俳
壇
の
投
稿

ハ
ガ
キ
1
枚
に
３
首
（
句
）
ま

で
。
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記

（
歌
壇
・
俳
壇
は
作
品
と
同
じ

面
に
）、
１
面
題
字
下
住
所
の

鎌
倉
朝
日
へ
。

▼
北
鎌
倉
･
台
峯
の
緑

し
ぜ
んを
と
も
に

▽
山
の
手
入
れ
12
月
16
日
10

時
、
山
ノ
内
配
水
池
脇
。

▽
山
歩
き
17
日
９
時
、
山
ノ

内
公
会
堂
。
北
鎌
倉
の
景
観

を
後
世
に
伝
え
る
基
金
☎

０
９
０
・
６
５
０
２
・
２
４
７
０

●
お
も
ち
ゃ
病
院
鎌
倉
ド
ク

タ
ー
募
集
　

こ
わ
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
無
料

で
修
理
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。

御
成
・
笛
田
に
加
え
、
来
年

４
月
か
ら
大
船
保
育
園
で
開

催
。
実
習
期
間
を
経
て
ド
ク

タ
ー
に
。
月
１
回
、
10
～
15

時
。
見
学
随
時
。
大
嶋
☎

０
９
０
・
８
８
８
５
・
１
１
１
９

☎22
3769

沢
学
習
セ
ン
タ
ー
。
鎌
倉
市

医
師
会
・
宮
下
明
さ
ん
の

話
。
市
民
健
康
課
☎
61
・

３
９
７
７

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門
講
座

　
１
月
27
日
10
時
、
鎌
倉
市

福
祉
セ
ン
タ
ー
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
体
験
談
に
学

ぶ
。
無
料
。
市
社
協
☎
23 

・
１
０
７
５

100 年前の未来 移動する
モダニズム　1920‒1930

県立近代美術館 葉山
☎046・875・2800

「近代」の文化が多様に展
開した 20年代を再考

～1/28
1200円

イメージと記号 1960 年
代の美術を読みなおす

県立近代美術館 鎌倉
☎22・5000

美術制度が問われた 1960
年代の時代の断面を検証

12/9～2/12
700 円

鏑木清方記念美術館
☎23・6405

清方が新春の風情に取材
した作品や口絵を紹介

12/2～1/8
300 円

鎌倉市川喜多映画記念
館☎23・2500

映画監督・是枝裕和の
まなざし

監督のこれまでの軌跡とそ
のまなざしを追った特別展

～1/14
400 円

鎌倉歴史文化交流館
☎73・8501

高野山金剛三昧院－鎌倉
殿を弔った寺院の軌跡－

金剛三昧院の宝物を一堂
に集めた史上初の展覧会

～12/2
400 円

北鎌倉葉祥明美術館
☎24・4860

葉祥明作品の中から身近
な心に寄り添う絵本を紹介

～ 12/8
600 円

県立金沢文庫
☎045・701・9069

となりの国の絵本　躍動する韓
国イラストレーションの世界

横須賀美術館
☎046・845・1211

現代韓国の絵本の世界を代表
する９人の作家の作品を紹介

～12/24
1300 円

なぜか忠臣蔵　藤沢のヒー
ロー小栗判官と江戸歌舞伎

～12/17
無料

藤澤浮世絵館
☎0466・33・0111

忠臣蔵の魅力とともに藤沢
の地域性にも注目する展示

大佛次郎記念館
☎045・622・5002

大佛次郎と木村荘八　―作
家と画家、そして猫

木村の挿絵原画の他「無類の
ネコ好き」の二人の交流を紹介

12/16 ～4/14
200 円

平塚市博物館
☎0463・33・5111

天象儀（プラネタリウム）
100年の軌跡

誕生から 100 年になるプラ
ネタリウムの歩みを紹介

～1/18
無料

山口蓬春記念館
☎046・875・6094 

同時代を生きた蓬春と五
十八の交流の軌跡を辿る

12/2 ～1/28
600 円

神奈川近代文学館
☎045・622・6666

没後 50 年　大佛次郎展
―戦後の仕事

戦後作品を中心に大佛の透徹し
た歴史認識と批評精神を紹介

12/2 ～1/21
260 円

そごう美術館
☎045・465・5515

111 年目の中原淳一展 生誕 111 周年を記念した中
原淳一の多彩な作品を紹介

～1/10
1400 円

神奈川県立歴史博物館
☎045・201・0926

あしがらの古文書　矢倉
沢村田代家文書　後期

江戸時代前期の大災害による
被害状況を記した資料を展示

12/6～1/31
300 円

心に寄りそう身近な絵
本展　By 葉 祥明

中世寺院の本のかたちの面に注
目し国宝「称名寺聖教」を紹介

12/1 ～1/21
600 円

中世寺院の書物―聖教と
そのかたち

春を待つ―清方が描い
た新春

鎌倉国宝館
☎22・0753

仏像、中世の多彩な仏画
などの寺宝を展示

～12/3
700 円

国府津山 宝金剛寺 ―密
教美術の宝庫

鎌倉文華館 鶴岡ミュー
ジアム☎55・9030

鶴岡八幡宮の季節展　冬 刀剣や錦絵の他、源実朝公
に焦点を当てた展示

12/15～3/3
600円

茅ヶ崎市博物館
☎045・252・8661

Artists in FAS 2023 入選アー
ティストによる成果発表展

入選アーティスト４名が７月から
行った滞在制作の成果を発表

令和 5 年度 かながわの遺
跡展「華ひらく律令の世界」

時代を彩った出土品からわか
る「かながわ」の古代社会

～1/14
無料

12/16 ～1/24
無料

藤沢市アートスペース
☎0466・30・1816

観音ミュージアム
☎22・6100

長谷寺の紅葉を元に制作
された珠玉の作品の数々

～ 12/18
300 円

長谷寺紅葉図屏風

遊行寺宝物館
☎0466・22・2063 

本邦初公開「三河平井記」
初め徳川家由緒の資料公開

～12/18
600 円

徳川と遊行寺

山口蓬春と吉田五十八

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

五
光
窯
　
魅
惑
の
彩
磁
器
Ⅲ

藤
本
岳
英
･
江
里
子
展    

12
月

２
日
～

２
月

５
日

洋
画
・
日
本
画
・
版
画
ほ
か

美
術
品
の
買
取

致
し
ま
す

つむぐ音の和～チェコ音楽の魅力をペトロフ
とともに Vol.3
　12月2・3日14時、カノンハウス鎌倉。4500円。
☎080・6786・9199
かさぎ画廊50周年記念展　BEYOND JAPAN
　12月7～15日鎌倉パークホテル。無料。
かさぎ画廊☎ 090・5568・8226
二人展 「ジャポニスム―雅なる日本・かわい
いJapan」
 12月15～17日長谷別邸。小林鉄斎・能伊
親子の写真展。無料。☎090・1549・2576
グロリア少年合唱団第32回メサイア演奏会
　12月26日17時カトリック雪ノ下教会。
3000 円。グロリア少年合唱団☎ 045・
825・0522

　
12
月
２
・
３
日
10
～
16
時
、

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
や
「
市
民

活
動
」
を
通
じ
て
培
っ
た
平

時
の
つ
な
が
り
を
地
域
の
防

災
力
の
向
上
に
活
か
す
、
関

東
大
震
災
か
ら
百
年
の
節
目

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
。

　
映
画
上
映
、
ま
ち
づ
く
り

と
防
災
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
s

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
写
真

展
・
表
彰
式
、か
ま
く
ら
フ
ァ

ン
ド
報
告
会
、
鎌
倉
Ｆ
Ｍ
特

設
ス
タ
ジ
オ
生
中
継
、
パ
ネ

ル
展
示
、
ス
テ
ー
ジ
、
物
販
、

バ
ザ
ー
な
ど
。

【
上
映
会
】防
災
啓
発
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
「
い
つ
か
君
の

花
明
か
り
に
は
」３
日
10
時
。

上
映
終
了
後
、
山
崎
光
監
督

講
演
。13
時
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

無
料
。
鎌
倉
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
☎
60
・
４
５
５
５

第
25
回
か
ま
く
ら
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

 　　　
～
い
つ
も
の
コ
ト
を
も
し
も
の
ト
キ
に

第18回鎌倉芸術祭


